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平時に戻るまでの遠隔
授業のデザイン７か条

１．対面授業をやらなくても立派な通学制課程

２．無理はしない

３．同じ形ではなく同じ価値を追求する

４．順序を変える

５．大切なのは学生が学び続けること

６．非同期で学生の学習活動を支える

７．平時になっても使えるオンラインの要素を探す

→平時が戻った後にはICT教育利用の本格化を
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第１条．対面授業をやらなく
ても立派な通学制課程

● 熊本大学大学院教授システム学専攻はこの有事にあって
も平常通り。もともと100％オンラインだから。 電源とネット
ワークインフラが途絶えなければ「平時」。熊本地震の時も
本専攻だけ平常運転だった（学生の5割が関東圏）

● 対面授業なしだが通学課程。大学設置基準第25条に定め
る「メディア授業」、オンデマンド型）。すべての大学で「これ
でも通学課程」としてOKであることの前例（学部教育にお
いては上限60単位だが、「有事」で緩和の動きあり）

● 非同期の掲示板中心で、遠隔講義なし、定期試験もなし。
教育工学の知見と遠隔教育の先進事例を参考に設計し、
運用（2006年開設で15年目） (Suzuki, 2009)
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第２条．無理はしない

● 有事に平常通りの教育をやろうとしない(Rebecca, 2020)

これまでの授業のすべてを未来永劫にわたってオ
ンラインに移行することが最終目的地ではない。
暫定的な試みである

● もともとオンラインでやる予定でなかったことを無
理にオンラインに移行しようとすると莫大な手間暇
や環境整備が必要になる

● まっとうなオンライン教育は、素人にすぐにできる
ものではない。できる範囲で「学びを止めない」こ
とが関の山だと考え、期待値を下げる
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第３条．同じ形ではなく
同じ価値を追求する

● 対面授業と同じやり方をオンラインで実現しようと
しない（例えば、講義の代わりに教科書を読んで
レポート提出など、より無理のない手段を選ぶ）

● 同期型の模擬講義にこだわらず、非同期でやって
その結果を報告するように指示する（可能な限り
フィードバックを与える。これも非同期でやる）

● 学習目標に常に戻って考える。「違う手段でも同じ
目標（＝価値）に迫れるのではないか」 （鈴木 2012a)

と考える。それでも同じ価値まで達しない場合は、
対面になってからの挽回を図る



ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻 6

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

人材育成について一緒に研究しませんか！ 熊本大学教授システム学研究センター

第４条．順序を変える

● シラバスの順序にこだわらずに、オンラインでやり
やすいものから着手できるように配列を変える

● 対面よりはオンライン環境の方が効果がありそう
なことを先にやる（例えば、検索結果のレポートを
作成する等の課題は、課外が適している）

● グループワークは個別学習より難しい（鈴木ほか2013）。
とくに初対面のメンバーと取り組むのは難しい。
やりやすい個別学習から始め、難しものは後回し
にして、対面になってからの挽回を図る
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第５条．大切なのは
学生が学び続けること

● 教員が教え続けることではない。教員は学習成果
を評価する（単位授与）役割を果たせばよい

● 自力でできない学生には支援の手を差し伸べる。
自分でできる学生は放置する。この本来の関係性
に戻る（あるいは少しでも近づく）きっかけにする

● 転んでもただでは起きないよう、より高い自律性を
求める。対面授業復活後も、自分で学ぶ力がつい
ている学生を相手にすることができて、教員は楽
になるし、学生も学生らしくなることを狙う
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第６条．非同期で学生の
学習活動を支える

● 同期型動画配信はネットワークリソースを食い尽く
す危険あり。非同期を中心に据える
 JMOOCなどの公開講座や科目関連情報提供サイトの

閲覧、情報検索が必要なレポート課題、掲示板での議
論やレポートの相互評価、自動採点方式の知識確認
クイズ、学習成果の集積（ポートフォリオ）など（鈴木2013）

● 非同期型の仕掛けで学習を最大限まで支え、そ
れを補うことに同期型の遠隔授業や個別指導を
限定する方針を設計の基本に据えるのがよい
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第７条．平時になっても使える
オンラインの要素を探す

● 平時になり対面授業が可能になっても「これは取
り入れてもよい」と思える要素を見つける。それが
できれば、今回の努力は無駄にはならない
 例えば、遠隔講義を録画してナマの講義をやめる

● オンライン学習を経験した者は誰でも「オンライン
でできるのならば集まる必要はない」と違和感を
持つ人になる。パンドラの箱を開けてしまう以上今
までと同じでは不満を感じる人が多くなることを前
提に、対面授業復帰後も使えるオンライン要素を
見つけ、期待レベルの上昇に備えておく
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授業のデザイン７か条

１．対面授業をやらなくても立派な通学制課程

２．無理はしない

３．同じ形ではなく同じ価値を追求する

４．順序を変える

５．大切なのは学生が学び続けること

６．非同期で学生の学習活動を支える

７．平時になっても使えるオンラインの要素を探す

→平時が戻った後にはICT教育利用の本格化を
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平時が戻った後には
ICT教育利用の本格化を

● フルオンライン（対面授業なし）の大学院教育を15年やって
きた我々の経験値は「直接会わないとしにくいことは懇親会
と名刺交換だけ」というもの。高卒直後の若者が相手の場合
には、これに社会性等の対人能力の育成が加わると想像で
きるが、認知的領域の教育（頭を鍛えること）は、オンライン
の機能をフル活用すれば、対面と同等あるいはそれ以上の
プログラムが提供できる

● そのためには専門的な知見に基づいて周到な準備が必要。
今はそれを目指すときではないが、近い将来、平時が来れ
ば検討に値する。遠隔教育よりも恵まれた対面教育のメリッ
トをフルに活用して、ＩＣＴ利用を本格化させて、次世代の大
学をつくる第一歩になればと願っている（鈴木 2012b; 2019: 2020)
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